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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762  FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





　冒頭、古川ひろしさん（写真・憲法ひろば世話人）が「今回のＮＰＴ再検討会議の成果と課題」について発言。「千年前から武器を捨て世界に平和を発信してきた『イロコイ連邦』のあるニューヨークで会議が開かれたこと」への感動を語った古川さんは、「八人は平和の戦士となって帰ってきた。日本での原水禁運動の長い闘いが今実り、一八五カ国の討論で十年前のＮＰＴの核保有国が時間を区切って核兵器を廃絶する約束を再確認する最終文書が全会一致で採択された。日本でも沖縄と連帯した平和を発信し、五年後に向けて運動を広げよう。調布からの八人の戦士に導きを受けながら進んでいこう」と結びました。
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ＮＰＴ（核不拡散条約）再検討会議（五月、於ニューヨーク）への要請行動に調布から八人参加しましたが、調布「憲法ひろば」はその報告を聞こうと六月十三日、第五三回例会を開催。二十五人で多彩な報告を交歓しました。エンディングで全員合唱した「歩いて行こう」が心に残りました。（鈴木彰・記）
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６月２０日


２０１０年
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　自由の女神像を後ろにして「グランド・ゼロ」に向かって「ねがい」を献奏したバッテリーパークでの活動を皮切りに、ＮＰＴ開会総会場で、セントラルパークで、タイムズスクエアで、和太鼓を響かせ、歌い、反核署名を訴えた調狛合唱団とうたごえ代表団の行動を、プロジェクタ付きのトークで報告したのは「歩いて行こう」を作詞・作曲した大熊啓さん（左写真）。ことばの壁を越えて平和を誓い合った感動を語りました。





　五年前の要請団にも参加した調友会（調布市原爆被害者の会）の田邊俊三郎さん（右写真）は、今回は八十五歳での参加。前回と比べ、どこでも「会場満杯、オバマ大統領の鶴の一声のせいか、世界中の国々の核に対する理解の深まったこと」を嬉しく実感しましたと、被爆体験を訴え大きな反響を得た現地での活動を報告しました。





E-Mail：choufu9jou@yahoo.co.jp（変更しました）


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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　調布・狛江で集めた四〇一五筆の署名を携えて、二十歳から八十二歳までの広い年齢層七人で全国一一一人の日本のうたごえ代表に加わった調狛合唱団。「歌とか音ってすごい！ぼくたちが出来ることはこういうことだなと感じた」と田中俊さん’（写真上）。「開会総会が行なわれたリバーサイド教会で、キング牧師の活動の場を体感。この人たちとなら手が繋げるなと納得した」と石垣正人（左写真右）さん。「若者たちと一緒に行動、文化って良いな！」と自らの文化活動人生を振り返るのは鈴木勝雄調狛合唱団長（同左）。「小さな国の人たちががんばって大国を動かしている、地元でコツコツと積み上げた一筆一筆が大きい」と結びました。
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　写真左は司会の浅野智子さん（憲法ひろば世話人）、下はエンディングでの全員合唱





　年金者組合から参加した小此木千代子さん（写真）。「『うたごえ行動』に加わって草の根運動の意味の大きさを感じました」、「平和だから歌うことができた」「核兵器という最大の暴力を世界に訴えたい」と、明るい笑顔を輝かせました。

















